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【共通語訳】 

喜名タカハンジャーが、なぜそこを通っているのか

知らせるために、「多幸山の山猪 驚くな山猪 喜名

タカハンジャーが 遊んで帰るところだよ」と、多幸

山を通りながら歌ったということさ。 

多幸山はとても物騒な所で、こんな大きな木が生い

茂っていて、その木が道に覆いかぶさっていた。そん

な所だったので、そこを通る人の荷物を、追い剥ぎが

掛け竿で引き上げて盗ったそうなんだ。 

 

 

そこで、喜名タカハンジャーが、喜名の人たちの所

へ行って、「山原（北部）に行き来する人を、そんな目

にあわせてはいけない」と相談した。そして、女の人

の頭に砂俵を載せて歩かせた。そうとは知らない追い

剥ぎは木の上から掛け竿で、その荷物を取ろうとする

が、砂が重すぎて引き上げることができないわけだ。

逆に木から落ちたので、追い剥ぎを捕まえることがで

きたんだって。 

 

 


